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いわて生協山の会：2026年６-７月の山行計画
	山行日
	行き先
	難易度
	参加費
	参加〆切
	備考

	6/13(土)
	七時雨山
	★★☆☆
	1,500円
	6/8
	下山後にワラビが待っているかも？

	6/20(土)

-21(日)
	戦場ヶ原と

男体山か半月山
	★★☆☆
	3,5000円
	5/20
	県連県外遠征山行。20日は戦場ヶ原散策。21日はどちらかの山に登ります。

	6/27(土)
	早池峰
	－
	写真代
	6/20
	県連自然保護集会

	7/1(水)
	秋田駒ケ岳
	★★☆☆
	写真代
	6/20
	県連平日お花鑑賞山行(山の会が担当)

	7/8(水)
-10(金)
	北岳
	★★★☆
	55,000円
	6/20
	キタダケソウに会いに行こう！

	7/19(日)
-25(火)
	三俣山荘の道直し
	★★★☆
	55,000円
	〆切
	宮城県連と共同。野口五郎岳･水晶岳･鷲羽岳にも立ち寄ります。
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参加費は5人参加の場合の概算です。人数により変更あります。予めご了承ください。申し込みは平井へ
次回は2026/７/２(木)１８:３０～ベルフ青山２Ｆ会議室にて
８月の山行計画と９-10月の県外山行計画などを話合いします。
■5/8(金)-9(土)　須磨アルプスと氷ノ山(ひょうのせん)
参加者　CL /金子・SL/平井・秋元・福川　４名
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5/8(金)　花巻空港9:20離陸、伊丹空港10:50着陸。レンタカーを借りて須磨アルプスの最寄りの妙法寺駅へ向いました。駅の近くのコインパーキングに駐車して、歩き始めました。坂道を登って、住宅街から登山口に入ります。ジグザグの登山道を登っていくと、30分程で東山(253m)の展望台に到着。神戸の街並みと瀬戸内海が見えました。小休止して馬の背に向かいました。以前の六甲山縦走の時は西側から通過しましたが、今回は東側からです。アッサリ通り過ぎたという記憶でしたが、今回はちょっと様子が違いました。思いのほか険しいのです。さらに30分程で馬の背に到着、記念撮影してもう少し進むことにしました。少し高台になったところまでで終了とし、馬の背を見下ろしながら休憩です。東側には瀬戸内海と淡路島、西側には住宅街が身近に見えました。下山は前回と同じで楽々と通過し、駅前のコインパーキングに戻りました。所要時間は往復で2時間、1万歩でした。今夜の宿の「高原の宿･ひょう太くん」までは約2時間、予定より早く17:00に到着しました。この日は私たち4人で貸し切りでした。お風呂に入った後、18:00～夕食、美味しいお料理を楽しみました。(平井)
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5/9(土)　早朝は肌寒く少し雲が広がっていましたが、すぐに晴れて登山日和となりました。本日は楽しみにしていた「氷ノ山(ひょうのせん)」1510ｍの山行です。6:00に宿泊施設を出発し6:15「氷ﾉ越コース」(山頂まで3.6kｍ)を歩き始めて、直ぐに杉林の中でした。足元は杉の葉でとても歩きやすかったです。人の手がかかってない太古からの自然が残る神聖な山。杉やブナの原生林は原始の世界でワクワクしながら歩きました。お花はあまり多くなく、タチツボスミレ･ヒョウノセンカタバミがはじめは咲いていました。沢の水も流れていて心地いい水の音でした。階段も結構ありました。4合目-5合目辺りから落葉樹に変わり、見晴らしもよくなって青空がとてもきれいで、鶯のさえずりを聴きながら気持ちよく歩けました。またお花が増えてきて、イワカガミ･ショウジョウバカマ･ヤマルリソウ･ヤマエンゴサク･ミツバチグリ(？)･タムシバ(コブシに似てる)･マルバマンサクなど咲いていました。氷ノ山は登山案内図が何か所もあり、迷うことがないように設置されてたし、避難小屋もあり初級の方には安全な歩きやすい山で、人気もある山と感じました。頂上も近くなり残雪が少しありました。ラストスパート！最後の階段です、登りきると広く平坦な頂上で山小屋があるだけで３６０度見渡せる眺望でした。風が少し強かったが心地よくて爽やかでした。因みに氷ノ山の名の由来は日本神話の天照大神が朝日に映える山頂の美しい「樹氷」を見て「冷えの山」と称した伝説に基づくと言われているそうです。帰りは足取り軽く無事に下山しました。今回も長い距離を運転していただいた平井さんと金子さん感謝しております。お疲れさまでした。とても楽しい山行でした。(福川)
■5/16(土)　秋田駒ケ岳
参加予定　CL /金子・SL/平井・泉　３名

国見温泉登山口から6:45に歩き始めると「カッコウ」の鳴き声が耳に届く。木立の中に入っていくと活発な鳴き声を繰り返すウグイスのさえずりについ「おはよう！いい声ですね」と声が出てしまいます。まだ周りの木々は新緑で、雪も融けたばかりの春山の気配です。イワカガミ・ショウジョウバカマ、そしてほかの山ではこんなに沢山の花を目にすることのないイワナシの花が朝日に包まれ、ピンクの花を一層濃くし、可憐な姿を見せています。横長根直下の階段付近にも沢山の残雪が広がり、一歩一歩踏みしめて登ること7:45、遠くにまだ雪を頂いた鳥海山の望める、横長根の稜線に着き一休みです。尾根上にはオオバキスﾐレ・シラネアオイ・マンサクなどの花たちが咲き誇り、視界が開けた第２展望台からは田沢湖の穏やかな湖面に、周りの山が映り、まるで水鏡のような美しさです。ここからはミヤマキンバイや咲き始めたミネザクラが続き、沢山の蕾を付けているので、一斉に咲き始めたらきっと桜ロードになることでしょう。8:45大焼け砂の分岐からムーミン谷を見下ろすと、雪の多さと歩いている人の姿がなく、ザレ場を黙々と登り、横岳に9:20到着です。阿弥陀池に下る道には大きな雪渓が残り、アイゼン無しでは不安なので、雪のない馬の背を越え、男岳に向かいました。いつも馬の背の岩場に張り付くように咲いているミヤマダイコンソウの葉はまだ小さく、咲いていたのは小さなヒメイチゲの白い花でした。10:10男岳の山頂に立つと、今日は最高の登山日和で、青森の八甲田山・岩木山まで見渡せる素晴らしい眺望で、頂上に寝転んでいたい気分でした。風もほとんどなく、こんな穏やかな日はそうそうないですね。10:30ピストンで下山すると。小屋泊りするからと大きなザックで登ってくる若者もいて、今夜の星空もどんなにかきれいでしょうと思いました。11:05横岳、遠くに湯森山や岩手山を眺め、時々山間を吹き渡る心地よい風に涼を感じ、10:40登山口に無事に着いたことに感謝です。(泉)

■5/24(日)　今出山　県連女性交流山行
参加者　CL/中根・泉・平井　３名

7:30道の駅赤沢にて合流。曇り空だが雨は大丈夫との予報を信じて、いざ大船渡へ。9:30、６団体25名がA〜C班に分かれて歩き始める。何しろ後期高齢者が半数以上なのでユックリ、ユックリ。登り始めてまもなく真っ赤に色づいたツツジの大木が現れ、並木の如く登山道を色どっている。絶好のシャッターチャンスとばかり撮影タイムだ。何と美しい、感激しながら歩を進めていると、その両脇はワラビ畑、すっかり伸びているが、その中より食べられそうなのを探して、感激もなんのその「花よりダンゴ」でしょうか？10:50電波塔のある頂上到着。記念撮影後は自己紹介を兼ねた交流会で、山菜レシピのエトセトラで大いに盛り上がりだったが、少々寒くなり11:30下山とする。今出山の見所は山頂付近が絨毯のようにツツジに覆われ、大船渡湾とのコントラストが素晴らしいそうだが、少々曇り空なので残念ではあるが、一度は見ても良い景色である。12:10頃登山口に到着だが何とか雨に当たる事はなかった。帰り道で遠野あたりから雨になりました。曇り空とはいえラッキーな一日でした。(中根) 
■5/30(土)　五葉山　⇒参加希望が少ないため中止　　　　　　　参加希望　金子・平井
2026年度の県外山行予定表
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　山行申し込み、個人山行の届けは平井へお願いいたします。


携帯メルアド：tad-hira@ezweb.ne.jpまたはＰＣアド：izc00565@nifty.com














表銀座コースで槍ヶ岳へ


8/26(水)～8/29(土)　＊日程変更


8/26(水)牧野林7:00発


⇒安曇野ﾊﾟｽﾄﾗﾙYH16:00(泊)


8/27(木)YH6:00発⇒中房温泉～合戦小屋～燕山荘～大天井岳～大天井ﾋｭｯﾃ(泊)


8/28(金)小屋6:00発～西岳～水俣乗越～ﾋｭｯﾃ大槍～槍ヶ岳3180ｍ～15:10槍ヶ岳山荘(泊)


8/29(土)小屋発5:30～槍沢～横尾～上高地


⇒沢渡BT⇒8/30(日)1:00牧野林着


　　参加人数6人の場合・費用概算6.5万円





2026年度･県連行事のご案内


2026/6/27(土)　9:00～14:00 県連自然保護集会


シカの食害による迫りくる早池峰の花と森の危機の状況、防鹿柵設置等の現在の対策や、今後、予想される被害やあるべき対策などについて自然公園保護管理員から学びます。


研　修（9:00～11:00）　花巻市大迫交流活性化センター(花巻市大迫町大迫3-161)


講　師：自然公園保護管理員　八重樫理彦　氏


演　題：早池峰の被害状況と対策について（仮称）


現地観察（11:30～14:00）岳集落に近い早池峰山麓


場　所：七折の滝登山道又は県道25線沿い（笠詰キャンプ場～防鹿柵設置個所）


　　　＊現地観察は研修終了後に移動するが、参加は自由です。


＊雨天の場合は、現地観察は中止とします。


参加費：真代￥100(県連活動費使用)　〆切り：6/17











札幌市郊外の八剣山、499ｍの岩山








↑札幌市郊外の八剣山、499ｍの岩山





大雪･初夏の花を見に行こう！


8/2(日)夜～8/7(金)朝


8/2(日)19:00牧野林発⇒八戸港22:00～ﾌｪﾘｰ


8/3(月)6:00苫小牧港⇒10八剣山登山口～八剣山ﾋﾟｽﾄﾝ


～10:40登山口⇒14:40層雲峡ホステル(泊)


8/4(火)5:40宿発⇒6:40銀泉台登山口～11:20白雲岳2230ｍ～15:40銀泉台⇒19:40旭岳温泉～ｹｲｽﾞﾊｳｽ(泊)


8/5(水)5:45宿発⇒6:00旭岳RW－姿見～8:45旭岳山頂～間宮岳～中岳温泉…裾合平12:15～RW→旭岳温泉15:00⇒19:00苫小牧FT21:15発


8/6(木)4:45八戸港⇒8/7(金)7:00牧野林着


参加人数6人の場合・費用概算6.5万円























この時期のみの必見！キタダケソウ





蔵王･屏風岳へ


10/3(土)-4(日)


 東北･奥羽B交流山行(宮城県連主管)


10/3(土)11:00牧野林発⇒ﾍﾟﾝｼｮﾝもみの木山荘


　　　夕食交流会(泊)


10/4(土)宿5:30発⇒刈田峠～屏風岳～登山口


<歩行5時間>12:30⇒15:00牧野林着


参加人数5人の場合・費用概算2万円





唐松岳から五竜岳周回


9/25(金)～9/27(日)


9/25牧野林5:00発⇒八方14:00～八方池山荘(泊)


9/26八方池山荘6:00発～唐松岳10:00～五竜山荘13:30～五竜岳2814ｍ15:00～五竜山荘(泊)


9/27五竜山荘6:00～アルプス平10:35～エスカルゴプラザ11:00⇒八方Ｐ11:30(タクシーで車回収)⇒牧野林着20:00　※ヘルメット必携


参加人数6人の場合・費用概算5.5万円





北岳へ･キタダケソウを見に！


7/8(水)～７/10(金)


7/8(水) 4:00牧野林発～芦安⇒広河原～広河原山荘(泊)


7/9(木)広河原5:00～肩の小屋～北岳山頂3193ｍ～


キタダケソウ群生地～16:0０肩の小屋(泊)


7/10(金)肩の小屋発6:00～広河原12:00⇒芦安


⇒21:30牧野林着


参加人数6人の場合・費用概算5万円


※小屋は7月から混雑。4/1から予約のため4/12までの申込者で一旦予約、その後空きがあれば追加
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